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別
表
第
十
二
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工
の
項
中「（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）」を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
訓
練
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
金
属
加
工
系
溶
接
科
、
金
属
加
工
系
構
造
物
鉄
工
科
、
機
械
系
機
械
加
工
科
、

機
械
系
精
密
加
工
科
、
機
械
系
機
械
製
図
科
、
機
械
系
機
械
技
術
科
、
電
気
・
電
子
系
電
子
機
器
科
、
電
気
・
電
子

系
電
気
機
器
科
、
電
気
・
電
子
系
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
第
二
種
自
動
車
系
自
動
車
整
備
科
、
第
二
種
自
動
車
系

自
動
車
車
体
整
備
科
、
レ
ザ
ー
加
工
系
靴
製
造
科
又
は
レ
ザ
ー
加
工
系
鞄
製
造
科
に
係
る
普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓

練
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則（
以
下「
新

規
則
」
と
い
う
。）別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
金
属
加
工
系
溶
接
科
、
金
属
加
工
系
構
造
物
鉄
工
科
、
機
械

系
機
械
加
工
科
、
機
械
系
精
密
加
工
科
、
機
械
系
機
械
製
図
科
、
機
械
系
機
械
技
術
科
、
電
気
・
電
子
系
電
子
機
器

科
、
電
気
・
電
子
系
電
気
機
器
科
、
電
気
・
電
子
系
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
第
二
種
自
動
車
系
自
動
車
整
備
科
、

第
二
種
自
動
車
系
自
動
車
車
体
整
備
科
、
レ
ザ
ー
加
工
系
靴
製
造
科
又
は
レ
ザ
ー
加
工
系
鞄
製
造
科
に
係
る
訓
練
を

行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
普
通
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
の
受
け
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
職
業
能
力

開
発
促
進
法
施
行
規
則
別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
訓
練
に
お
け
る
教
科
の
科
目
、
訓
練
期
間
及

び
訓
練
時
間
に
応
じ
て
、
新
規
則
別
表
第
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
当
該
訓
練
に
お
け
る
教
科
の
科
目

を
省
略
し
、
並
び
に
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
金
属
加
工
系
溶
接
科
、
金
属
加
工
系
構
造
物
鉄
工
科
、
機
械
系
機
械
加
工
科
、
機
械

系
精
密
加
工
科
、
機
械
系
機
械
製
図
科
、
機
械
系
機
械
技
術
科
、
電
気
・
電
子
系
電
子
機
器
科
、
電
気
・
電
子
系
電

気
機
器
科
、
電
気
・
電
子
系
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
第
二
種
自
動
車
系
自
動
車
整
備
科
、
第
二
種
自
動
車
系
自
動

車
車
体
整
備
科
、
レ
ザ
ー
加
工
系
靴
製
造
科
又
は
レ
ザ
ー
加
工
系
鞄
製
造
科
に
係
る
普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
を

受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
普
通
課
程
の
普
通
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
機
械
科
、
電
子
科
、
電
気
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
電
気
工
事
科
及
び
レ
ザ
ー

加
工
科
に
係
る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
若
し

く
は
専
攻
学
科
に
合
格
し
た
者
は
、
新
規
則
第
四
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
規
則
の
規

定
に
よ
り
行
わ
れ
た
機
械
科
、
電
子
科
、
電
気
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
、
電
気
工
事
科
及
び
レ
ザ
ー
加
工
科
の

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
若
し
く
は
専
攻
学
科

に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

附
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二
の
二

国
民
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

附
則
第
十
四
条
第
二
項
第
四
号
中「
戸
籍
抄
本
又
は
」

を
「
生
年
月
日
及
び
」
に
、「
証
明
書
及
び
」
を
「
証
明

書
又
は
戸
籍
の
抄
本
並
び
に
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

加
給
年
金
額
の
対
象
者
と
な
る
べ
き
配
偶

者
が
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
配
偶
者
の
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年

金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

附
則
第
十
四
条
第
四
項
中「
提
出
す
る
も
の
と
す
る
」

を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
第
一
号
」
の
下
に「
、
第
六
号
及
び
第
七
号
」

を
加
え
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第

二
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

二

廃
止
前
農
林
共
済
法
附
則
第
七
条
又
は
附
則
第

十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

退
職
共
済
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

三

加
給
年
金
額
の
対
象
者
と
な
る
べ
き
者
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日
並
び
に

そ
の
者
が
請
求
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

た
旨

附
則
第
十
四
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
六
十
六
歳

に
達
す
る
前
に
当
該
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一

提
出
日
前
一
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
請
求
者
の

生
存
に
関
す
る
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は
戸
籍
の

抄
本
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
三

十
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
者
に
係
る

本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
に
限
る
。）

二

加
給
年
金
額
の
対
象
者
と
な
る
べ
き
者
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
者
と
請
求
者
と
の
続
柄
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は

戸
籍
の
抄
本
及
び
そ
の
者
が
請
求
者
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

６

第
四
項
の
請
求
に
係
る
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
請
求
者
が
廃
止
前
農
林
共
済
法
附
則
第
七

条
又
は
附
則
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
払
渡
し
を
希

望
し
た
機
関
に
お
い
て
払
渡
し
を
受
け
る
こ
と
を
希

望
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
附
則
第
五
十
三

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
退
職
共
済
年
金
の
払

渡
し
を
希
望
す
る
機
関
を
変
更
す
る
届
書
を
提
出
し

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
性
別
」
を
削

り
、
同
項
第
三
号
中
「
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
基
礎

年
金
番
号
並
び
に
そ
の
者
と
請
求
者
と
の
続
柄
」を「
及

び
生
年
月
日
、
そ
の
者
と
受
給
権
者
と
の
続
柄
並
び
に

そ
の
者
が
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る

旨
」に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
若
し
く
は
番
号
」
の

下
に
「
並
び
に
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
報
告
書
」
を
「
届
書
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
」
を

「
第
四
号
か
ら
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
性
別
」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
生
年

月
日
及
び
そ
の
子
と
受
給
権
者
と
の
続
柄
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は
戸
籍
の

抄
本
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
加
給
年
金
額
対
象
者
の
障
害
状
態
該
当
の
届
出
）

第
十
六
条
の
二

退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
は
、
加

給
年
金
額
の
対
象
者
で
あ
る
十
八
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
が

障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当

〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号

厚
生
年
金
保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

第
百
一
条
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四

十
一
号
）
第
百
十
条
及
び
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林

漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農

林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律

（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
六
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条

削
除

附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
性
別
」
を
削

り
、
同
項
第
三
号
中
「
退
職
年
月
日
」
を
「
退
職
当
時

の
事
業
所
の
名
称
及
び
退
職
年
月
日
」
に
改
め
、
同
項

第
四
号
中
「
附
則
第
二
十
三
条
ま
で
」
の
下
に
「
及
び

附
則
第
五
十
一
条
を
加
え
」、「
、
性
別
、
生
年
月
日
及

び
基
礎
年
金
番
号
」
を
「
及
び
生
年
月
日
」
に
改
め
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

加
給
年
金
額
の
対
象
者
と
な
る
べ
き
配
偶

者
が
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号

附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
九
号
中
「
希
望
す
る
支
給

開
始
年
月
」
を
「
そ
の
旨
及
び
支
給
開
始
を
希
望
す
る

年
齢
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

一

請
求
者
の
生
年
月
日
に
関
す
る
市
町
村
長
の
証

明
書
又
は
戸
籍
の
抄
本
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民

基
本
台
帳
法（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
三
十
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
請
求
者
に

係
る
本
人
確
認
情
報
（
同
法
第
三
十
条
の
五
第
一

項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に

限
る
。）
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